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子どもたちに学校以外の場でも
自主学習する習慣をどのように
して身につけさせるか。

放課後子ども教室におい
て、学習支援活動を継続
的に実施し、子どもたち
の自主学習の習慣化を
図った。

放課後子ども教室において、子どもたち
への自主学習支援を述べ420時間以上実
施する。

学習支援活動をきっかけに、子
どもたちの自主学習時間が増加
する。

本事業で学習支援
活動を実施した時間
数

413 
時
間 420 476

04　本年度の目標値
を上回り、課題の解
決に向けて大きな成

果が見られた

子どもたちの放課後の学習支援を年間を通じて切れ目なく実
施できた。一方で、どの教室においてもスタッフの確保が課
題となっている。

人口減少や核家族化の進展に
伴い、子どもたちと地域のつな
がりが希薄化してきている。

放課後子ども教室・土曜
学習教室において、地域
の方の協力のもと、伝統
芸能教室や農業体験な
ど、子どもたちと地域のつ
ながりを深める活動を実
施した。

放課後子ども教室・土曜学習教室におい
て、地域の方の協力のもと、伝統芸能教
室や体験活動を通じた異世代交流活動を
週2回以上実施する。

教室や体験活動への参加を通じ
て、子どもたちと地域間、世代間
の交流が促進される。

本事業で体験活動を
実施した時間数 183 

時
間 200 241

04　本年度の目標値
を上回り、課題の解
決に向けて大きな成

果が見られた

昨年度に比べ、体験活動を実施できる機会が増え、目標値
を上回る結果となった。
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